
                                                                           

（資料２） 

滝学園図書館（たきがくえんとしょかん） 

  員 数：１棟 

  所在地：江南市東野町米野 1 

  所有者：学校法人 滝学園 

１ 登録理由 

滝学園図書館 

 登録有形文化財である講堂と同時期に接して建てられた平屋の図書館に、これを覆う形で昭和

40 年に増築された２階部分があり、戦後のモダニズムの特色が見られる。 

(登録基準：造形の規範となっているもの) 

２ 概要 

滝学園図書館（たきがくえんとしょかん） 

鉄筋コンクリート造一部鉄骨鉄筋コンクリート造、２階建、鋼板葺、建築面積 307 ㎡、建設

年代 昭和８年（1933）／昭和 40年（1965）増築 

   

 滝学園図書館は、すでに国の登録有形文化財である滝学園講堂の東側に位置する。１階部分は講

堂と壁を共有している建物で、講堂と同時期に建てられた平屋部分の図書館と、それを覆うように

増築された２階建部分からなる。 

 鉄筋コンクリート造でラーメン構造 1を用いた昭和８年の図書館の架構に、構造的に連結しない新

たな架構が昭和 40年に増築された構成になる。増築部分の主架構は、外周部に鉄骨組立柱・組立梁

を用いた鉄骨鉄筋コンクリート造の軸組を設け、南東から北西方向に図書館を覆うように鉄骨トラ

ス 2梁を渡している。平屋建の図書館の屋根スラブ 3を２階床として使用しており、外周の軸組と図

書館の間に床を設けている。 

現在は、２階全体が開架の書架を並べた閲覧室、１階は閉架書庫、倉庫、生徒会室、用務員室、

備品庫として使われている。建物の玄関は南西側にあり、玄関脇に階段が設けられている。 

１階は、現在の玄関の内側に図書館の玄関が旧状を留めている。この他、図書館の外壁は、生徒

会室部分以外はすべて現存している。内部は、講堂側に幅約２mの廊下を設け、それに対して現在は

三室が並び、廊下の突き当りに便所を配する平面構成である。   

これら三室のうち、北東側の二室と生徒会室の一部は、竣工時は 1 室で閲覧室として使われてい

たことが当時の写真から判明している。竣工後、複数回にわたって変更されている部分もある。 

一番北側の部屋は、書庫であり、その後の改造で、いったん、二室に分けられたのち、再び書庫

に戻されている。竣工直後に編集された『昭和９年卒業アルバム』では、中央の部屋で読書する生

徒が写っており、その背面に図書を貸し出すカウンターと閉架書庫が写っている。 

図書館の外周のうち、講堂と壁を共有している南西側を除く三方は、昭和 39～40 年の増築によっ

て、南東に現在の生徒会室、北西に倉庫、北東に自転車置場が設けられた。その後、自転車置場の

場所に部屋が増築されて用務員室・備品庫・倉庫となり、北西側も倉庫がさらに増築されている。 



                                                                           

２階は間仕切りがなく、閲覧室全体を一室として扱っており、三方すべてに窓を開け、その外側

に縦ルーバー4を付して、採光の調節を図っている。当初は、階段の上り口に受付カウンターを設け

ていたが、現在は撤去されている。ただし、床にはその痕跡が残っている。 

この他、北西側には間口一杯に「パーソナルコーナー」と称された個人用学習スペースが設けら

れていたが、現在は撤去され、仕切の痕跡が残っている。南西側には増築当時に導入した空調機器

が現存している。 

 この建物は、昭和８年竣工の図書館をほぼそのまま維持しながら、平面的には三方へ張り出し、

立体的には上方へ拡張する方法で、昭和 40 年に増築がなされている。この増築において、単に増床

を目的とした増築ではなく、隣接する講堂の外観と整合性を取る工夫や、昭和８年の図書館の床、

壁をそのまま活用した増築が図られた。 

高度経済成長期では、一般的にわずか 30 年前に建設された鉄筋コンクリート造の建物を全面的に

建て替えることはせず、それらを維持しながら増築することが進められていた。滝学園図書館は、

高度経済成長期にあった増築の典型例である。 

なお、２階の設計者黒川巳喜(1905－94)は、昭和２～19 年（1927～44）に愛知県営繕課に在籍し、

その後、名古屋で建築事務所を主催した建築家である。 

1ラーメン構造：ラーメンはドイツ語で「枠」の意味。鉄筋コンクリート造、鉄骨構造等で柱と梁が一体化した構造のこと。 

2トラス：三角形を基本単位としてその集合体で構成する構造形式。 

3スラブ：床の荷重を支える鉄筋コンクリート造の板状の盤。 

4ルーバー：羽板
はいた

と呼ばれる臍長い板を枠組に隙間を空けて主柱に組んだもの。目隠し、日除け、採光、通風の機能を持つ。 

 

 

 

 

 

 

 滝学園図書館 外観南東から（江南市教育委員会提供） 

滝学園図書館 ２階閲覧室西から（江南市教育委員会提供） 

 


